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１．実 績 報 告 

（2017年3月期第2四半期） 
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15/9 16/9 

実 績 実 績 伸 率 

売 上 高 1,363 1,448 6.3 

売 上 総 利 益 150 156 4.0 

販 売 管 理 費 67 68 2.3 

営 業 利 益 83 88 5.3 

（ 営 業 利 益 率 ） 6.1 6.1 0.0 

経 常 利 益 82 87 5.5 

当 期 純 利 益 54 60 9.6 

（ 当 期 純 利 益 率 ） 4.0 4.2 0.2 

前年差（円） 

１ 株 当 り 純 利 益 175.99 192.93 16.94 

１ 株 当 り 配 当 金 27.50 30.00 2.50 

連結業績 

（億円、％） 

当資料では｢親会社株主に帰属する当期純利益｣を｢当期純利益｣と表記します 
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営業利益の前年比増減要因 

（単位：億円） 

83 
億円 

16/9実績 

88 
億円 

15/9実績 

5億円 

売上総利益項目 販売管理費項目 

+2 

金融収益 
増加 

経費 

▲1 

資金原価 
減少 

±0 

リース・割賦 
粗利増加 

貸倒引当金 
増加 

+3 

+1 
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事業別取扱高 

（億円、％） 

*本取扱高は“検収ベース” 

15/9 16/9 

実 績 実 績 伸 率 

ﾌ ｧ ｲ ﾅ ﾝ ｽ ・ ﾘ ｰ ｽ 1,360 1,304 △4.1 

ｵ ﾍ ﾟ ﾚ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ・ ﾘ ｰ ｽ 69 53 △21.9 

割 賦  257 293 13.9 

リ ー ス ・ 割 賦 事 業 1,687 1,652 △2.1 

金 融 サ ー ビ ス 事 業 139 172 24.2 

総 取 扱 高 1,826 1,825 △0.1 
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（億円、％） 

リース・割賦事業 分野別取扱高 

15/9 16/9 リース事業協会 
※4月～8月累計 

実 績 実 績 伸 率 伸 率 

事務用・ 
情報関連機器 

921 894 △2.9 △7.1 

医療機器 218 216 △1.0 7.0 

産業工作機械 167 161 △3.9 5.4 

商業・ 
ｻｰﾋﾞｽ業用機器 

159 147 △7.8 2.5 

車両・ 
輸送用機器 

73 80 8.8 3.5 

その他  146 153 4.7 13.8 

 取 扱 高 合 計 1,687 1,652 △2.1 1.1 
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セグメント別業績（リース・割賦事業） 

（億円） 売上高（左軸） セグメント利益（右軸） 

1,141 
1,173 
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1,320 

1,402 
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セグメント別業績（金融サービス事業） 

（億円） 

営業利益 

構成比    13.8%         16.3%          16.9%                19.2%                18.9% 

24.9 

27.4 

29.8 

32.8 
35.0 

11.9 
13.0 13.9 

16.0 16.6 

0 

10 

20 

30 

40 

12/9 13/9 14/9 15/9 16/9 

中計目標：金融サービス事業の利益構成比を 20% まで上げる 

売上高 セグメント利益 
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金融サービス事業 集金代行サービス・介護報酬ファクタリング  

集金代行ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｻｲﾄ 

けあコンシェル 

集金代行月間取扱件数 

介護ファクタリング年間取扱高 

（万件） 

（億円） 
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中計最終年度
(17/3)目標値 

中計最終年度
(17/3)目標値 
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営業資産残高と事故率 

ﾌｧｲﾅﾝｽﾘｰｽ 
（内流動化分） 

営業貸付 

割賦 

ｵﾍﾟﾘｰｽ 

※流動化分を控除しない残高を表示 

事故率＝事故損失額÷営業資産平均残高 

事故率（％） 

（億円） 

5,185 
（246）  

5,327 
（246）  

5,451 
（246）  

5,517 
（247）  

5,564 
（247）  

149  158  178  187  187  644  
725  

781  837  873  

1,099  
1,142  

1,222  1,231  1,261  

 4,000 

 5,000 

 6,000 

 7,000 

 8,000 

14/9 15/3 15/9 16/3 16/9 

0.19 0.18 0.18 0.18 0.17 

7,079 
7,354 

7,633 7,773 7,887 
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調達総額と資金原価 

【外部格付】 

 S&P A- 

 R&I  A+ 

 JCR AA- 

固定化率（％） 

資金原価 

総調達額 

※調達総額は流動化による支払債務を控除しない残高を表示 
  資金原価は売上原価に含まれる費用を表示 

（億円） 

長期 

短期 

58.6 
61.1 61.8 62.0 63.1 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

14/9 15/3 15/9 16/3 16/9 

7 7 7 7 
6 

6,170 6,337 6,331 
6,710 6,747 
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販売費及び一般管理費 

貸倒費用 

人件費 

その他 

（億円） 

66 66 67 68 67 
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２．業 績 予 想 

（2017年3月期） 
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市 場 

顧 客 

自 社 

環境認識 

・主要国の景気減速懸念、円安の是正などによる企業収益の悪化 

 ⇒国内設備投資に影響 

・日銀による金融緩和政策（マイナス金利等）⇒低位な企業倒産、金利水準の低下 

・新しい技術の発展（AI、ロボット、フィンテック、Society 5.0等） 

医療・介護 ：2018年W法改正に向け二極化（病院、クリニック、薬局、介護施設） 

         ⇒M&A、投資（設備、人材）、移転、廃業 

情報機器 ：仮想化・クラウド化ニーズ高まり 

          ⇒機器販売から業務受託（サービス契約）へ 

製造業 ：設備投資は、昨夏の中国ショック以降、停滞   

・市場環境の変化により取扱高の伸び鈍化 

・リーマンショック後の新規取扱高減少に伴う再リースの減少 

・事故は低水準が続いているものの介護業界での事故は増加 
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連結業績予想 

（億円、％） 

16/3 17/3 

実 績 中 計 目 標 予 想 中計差異 伸 率 

売 上 高 2,758 2,800 2,850 50 3.3 

売 上 総 利 益 303 －   310 － 2.1 

販 売 管 理 費 134 － 137 － 2.1 

営 業 利 益 169 175 173 △2 2.1 

（ 営 業 利 益 率 ） 6.1 6.3 6.1 △2.0 △0.0 

経 常 利 益 168 － 171 － 1.5 

当 期 純 利 益 110 109 115 6 4.1 

（ 当 期 純 利 益 率 ） 4.0 3.9 4.0 0.1 0.0 

前年差（円） 

R O A 1.29% 1.3% 1.29% △0.01% △0.00% 

R O E 7.9% 7.4% 7.7% 0.3% △0.2% 

１ 株 当 た り 純 利 益 353.96 － 368.39 － 14.43 

１ 株 当 り 配 当 金 55.00 － 60.00 － 5.00 
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事業別取扱高予想 

（億円、％） 

16/3 17/3 

実 績 中 計 目 標 予 想 中計差異 伸 率 

フ ァ イナンス ・ リース 2,663 － 2,670 － 0.2 

オペレーティング・リース 127 － 130 － 2.4 

割 賦 547 － 600 － 9.6 

リ ー ス ・ 割 賦 事 業 3,337 3,660 3,400 △260 1.9 

金 融 サ ー ビ ス 事 業 264 340 285 △55 7.9 

総 取 扱 高 3,601 4,000 3,685 △315 2.3 
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リース・割賦事業 分野別取扱高予想 

（億円、％） 

16/3 17/3 

実 績 中 計 目 標 予 想 中 計 差 異 伸 率 

事務用・情報関連機器 1,794 2,200 1,800 △400 0.3 

医 療 機 器 432 500 455 △45 5.3 

産 業 工 作 機 械 337 － 356 － 5.3 

商業・ｻｰﾋ ﾞｽ業用機器 328 － 335 － 2.1 

車 輌 ・ 輸 送 用 機 器 139 － 144 － 2.9 

そ の 他 305 － 310 － 1.4 

合 計 3,337 3,660 3,400 △260 1.9 
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経営戦略（OceaN戦略 振返り） 

顧客（ベンダー・ユーザー）の拡大 

取
引
商
品
の
拡
大 

地
域
の
拡
大 

新
規
分
野
・ 

事
業
の
拡
大 

 
 

介護 
新ｻｰﾋﾞｽ 

環境 

融資 
保証 

 
 

その他 

車両 
輸送用 

 
 

建機 
 
 
 
 

医療 
介護 

 
 
 
 
 
 
 
 

事務情報 
 
 
 
 

環境 
 

事務・情報 
 

介護 
新ｻｰﾋﾞｽ 

 

融資 
保証 

車両 
輸送用 

 

建機 
 

+107% 

+47% 
実績あり 

実績なし 

△11.2% 

＋14.3% 

総取扱高 

14/3 17/3予想 

新規分野 

既存分野 

営業資産残高 

3,457億円 3,685億円 

14/3 17/3予想 
6,978億円 8,073億円 

 
医療 
介護 

 
 

+3.4% 

＋6.6% 

＋15.7% 

※円内の数値は17/3予想値  対14/3比伸率 

その他 
 実績あり 
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本資料の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社 
として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があることをご承知おき下さい。 
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（億円、％） 

15/9 16/9 

実 績   実 績 伸 率 

 リ ー ス 料 収 入 1,063 1,085 2.1 

 割 賦 売 上 高 161 201 24.6 

 営 業 貸 付 収 益 12 13 0.5 

 受 取 手 数 料 22 24 10.1 

そ の 他  102 123 20.3 

売 上 高 合 計 1,363 1,448 6.3 

＜参考＞2017年3月期第2四半期 売上高内訳 
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＜参考＞2017年3月期 売上高予想内訳 

（億円、％） 

16/3 17/3 

実 績 予 想 伸 率 

リ ー ス 料 収 入 2,124 2,190 3.1 

割 賦 売 上 高 352 390 10.7 

営 業 貸 付 収 益 26 27 2.4 

受 取 手 数 料 44 48 8.2 

そ の 他 211 195 △7.6 

売 上 高 合 計 2,758 2,850 3.3 
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＜参考＞ 2017年3月期 営業利益の前年比増減要因予想 

（単位：億円） 

173 
億円 

17/3予想 

169 
億円 

4億円 

売上総利益項目 販売管理費項目 

貸倒引当金 
増加 

16/3実績 

+2 

金融収益 
増加 

リース・割賦 
粗利増加 

経費 

▲2 

+4 

資金原価 

±0 ±0 
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